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事例１．照明設備

（１）照明設備 → ①ＬＥＤ化済みですが・ ・ ・

→ ②同じやり方でいいの？

→ ③意外と忘れられています

→ ④使い方を誤ると ・ ・ ・

（２）誘導灯設備

（３）非常照明設備



（１）照明設備 → ①ＬＥＤ化済みですが・ ・ ・

・省エネ性能の向上
一体型照明器具の性能（ＦＬＲ４０W×２灯、同等品）

従来型蛍光灯 ８５W（４,０００ lm、８１ lm/W）
↓

Ｈ ｆ型蛍光灯 ６６W（６,０００ lm、９１ lm/W）
↓

１０数年前ＬＥＤ灯 ４０W （４,０００lm、１００ lm/W）
↓

５～６年前ＬＥＤ灯 ２５W （４,０００lm、１６０ lm/W）
↓

最新型ＬＥＤ灯 ２0.4 W（４,０００lm、１９６ lm/W）

古いＬＥＤ灯は、最新型のＬＥＤ灯に更新することで大幅に電力使
用量を削減できます。



（１）照明設備 → ②同じやり方でいいの？

・機能の充実
調光（０～１００％連続）・段調光・調色機能
光源ユニット化（別部品→明るさ変更可能）
その他（低刺激、光拡散など）

窓側の照明器具の調光や間引き点灯（点灯回路の切り分け）
照度の見直し、器具の配置見直し（位置や高さ）
全体照明 → タスク・アンビエント照明（最適化）

→ パソコンディスプレイ業務の増加
→ 不在者スペースへの対応（在宅勤務の増加）

最新型ＬＥＤ灯の新機能を活用することで、さらに電力使用量を
削減できます。



（１）照明設備 → ③意外と忘れられています
その１

・小さな照明器具

ハロゲンランプ（白熱灯）が使われている器具が多くあります。
小さくても消費電力量が大きくなっています。

現状
白熱電球（ハロゲン球）

改善
LED電球

全光束(Lm) 1,200 830 

消費電力(W) 75.0 10.0 

効率(Lm/W) 16.0 83.0 

ランプ寿命(h) 3,000 40,000



（１）照明設備 → ③意外と忘れられています
その ２

・誘導灯設備

一般的誘導灯の消費電力
（Ｂ級ＢＬ型片面）

従来型誘導灯 ２３W（ＦＬＲ２０W×１灯）
↓

冷陰極管型誘導灯 ７.２W（ランプ３W×１灯）
↓

最新型ＬＥＤ誘導灯 １.９W（ＬＥＤ灯）

２４時間点灯し、バッテリー内蔵充電機能もあり消費電力量は大きい。

長時間点灯のためランプやバッテリーなどの部品消耗による維持管理の負
担も大きい。（消防法上の点検や機能保持の義務がある）



（１）照明設備 → ③意外と忘れられています
その ３

・非常照明設備

停電時に建物内の利用者を安全避難させるため、一定時間照明が点灯した
ままとなる器具。外観は通常の照明器具と同じですが、バッテリーチェック用の
プルスイッチの引きヒモがついています。

・機能の充実
自動点灯機能・段調光

出典：パナソニック商品情報ＨＰ 資料より





（１）照明設備 → ④使い方を誤ると ・ ・ ・

・水銀灯の代替

（ＬＥＤ灯やＬＥＤ電球）

「水銀に関する水俣条約」の採
択により水銀ランプが使えなく
なります。

ＬＥＤ化が進んできました。



国内メーカーの対応
状況

水銀規制に関する器具
以外のものも含めて、ＬＥ
Ｄ灯やＬＥＤ照明器具へ
の切替が急速に進んでき
ています。

また、反対に既存照明器
具の消耗部品の供給が
心配される状況になって
きています。

出典：パナソニック商品情報ＨＰ 資料より



大型の天井照明器具が
機種や大きさなども多く商
品化されてきています。

（いくらか安価になってき
ています。）
既存の器具を利用して

ＬＥＤ電球に交換する場
合は、発熱による影響な
どから取り付け方向や向
きなどの制限があります。

電源分離型の物もあるの
で既存の照明器具との適
合を確認して導入する必
要があります。また、ノイ
ズの発生にも注意が必要
です。



事例２．空調設備

（１）冷暖房設備 → ①エアコンの活用

→ ②保温は大事

→ ③清掃も大事

→ ④置く場所も大事

→ ⑤知らない間に使われている電力

（２）空調換気設備

（３）断熱改修や設備更新（エアコンの冷媒など）



（１）冷暖房設備 → ①エアコンの活用

北東北で多い冷暖房設備の例

冷房 → エアコン（冷房）

暖房 → 石油暖房機器

石油暖房機器 ＋ エアコン（暖房）



効果試算
（計算条件）

①年間暖房灯油使用量（F) ： 5,000 L

②灯油暖房機器熱効率（ｒ） ： 8０ ％

③灯油低位発熱量（Hl） ： 34.9GJ/kL

④エアコン暖房比率（ｋ） ： 40％

⑤エアコン通年エネルギー交換効率 (APF)： 4.5

⑥灯油料金単価（yf） ： 87 円/kWh

⑦電気料金単価（ye） ： 25 円/kWh

項 目 記号 計 算 式 数値 単位

年間暖房利用熱量（現状） Q1 F×Hl×r 139,600 MJ/年

エアコン暖房熱量（改善） E1 Q1×ｋ×÷3.6 15,511 kWh/年

エアコン暖房電力量（改善） ⊿E E1÷APF -3,447 kWh/年

暖房灯油削減量(改善） ⊿F F×k 2,000 L/年

削減金額(灯油） ⊿Yf ⊿F×yf 174 千円/年

削減金額(電気） ⊿Ye ⊿E×ye -86 千円/年

削減金額 ⊿Y ⊿Yf+⊿Ye 88 千円/年

（効果試算）



エネルギーコストの試算

「電気」 と 「灯油」 のどっちがお得？
（計算条件）
・電気 ： ３０円／kWh （家庭用の低圧電灯契約想定）

１ kWh = 3,600kJ
・灯油 ： ７８円／L

１ L = 36,700kJ

エネルギーコスト比 電気 ： 灯油 ＝ ４ ： １
（３０ ： ７８×３６００／３６７００）

エアコン暖房の場合 電気 ： 灯油 ＝ １ ： １．６
（３０／５ ： ７８×３６００／３６７００／０．８）

※灯油暖房機器効率： ０．８、エアコン暖房APF ： ５．０で試算

エコキュートの場合 電気 ： 灯油 ＝ １ ： ２．２
（１３／３ ： ７８×３６００／３６７００／０．８）

※灯油暖房機器効率： ０．８、エコキュートCOP ： ３．０、夜間電力１３円で試算



ヒートポンプって何？

出典： (財)ヒートポンプ・蓄熱センターＨＰ資料より



（１）冷暖房設備 → ②保温は大事

古い設備では、保温未施
工箇所が多い場合がよく
あります。

配管・バルブ・フランジ類な
ど金属露出部を徹底的に
保温施工することで燃料を
節約できます。
（写真例 ：Ａ重油３，６２８
Ｌ/年、２７２千円/年、約６％
節約）



（１）冷暖房設備 → ③清掃も大事

エアコン室内機では、吸い
込みフィルター部、室外機
では熱交換フィンの清掃が
とても重要になります。

どちらの場合でも、それぞ
れ約２～５％の省エネ効果
があると言われています。
（最大約８％）



（１）冷暖房設備 → ④置く場所も大事

エアコン室外機では通風
を阻害することがないよう
な場所であったり、他の室
外機と送風や排気の干渉
がないような場所であった
り、日射があまり強くない場
所のほうが省エネルギーと
なります。（冷房時日射遮
蔽で約５～１０％）



（１）冷暖房設備 → ⑤知らない間に使われている電力

エアコン室外機には、
機種によりクランクケー
スヒータ（ケースヒータ）
が設置されているものが
あります。

オフシーズンには、エア
コンのスイッチを切るだ
けでなくブレーカーを
切って電源を遮断しな
いとヒータが常時電力を
消費しています。

クランクケー
スヒーター



（２）空調換気設備
（熱交換型換気扇）

空調された室内の排気と給気する外気との
間で熱交換することで省エネになります。

ただし、北東北では、冷房時外気の温度に
よっては逆効果になる場合もあり、普通換
気との切替が必要です。（外気温約２７℃以
下の場合）

熱交換型換気扇では、排気側、吸気側の２
箇所にフィルターがあり、清掃が必要となり
ます。また、熱交換素子の内部も清掃の必
要があります。 熱交換素子と

フィルター部



お手本の空調設備表示パネル



（３）断熱改修や設備更新（エアコンの冷媒など）

・冷暖房設備だけでなく省エネルギーには建物の性能も重要！
↓

高断熱と高気密がキーワード

北東北などの寒冷地では、熱が逃げやすい窓や屋外ドアなどの断熱性能の
向上が省エネルギーを進めるにはとても重要になります。

合わせて、窓や屋外ドア、換気設備並びに人の出入りによる低温な外気の
侵入対策も省エネルギーを進めるにはとても重要になります。



地域区分 １ ２ ３ ４

ＵAの基準値[WA/(㎡・K)] ０．４６ ０．４６ ０．５６ ０．７５

表.地域区分とＵＡ値
（外被平均熱貫流率）
の基準値

出典：国土交通省ＨＰ 資料より

岩手県は
大部分が
３地域、

南部の沿岸
と内陸部に
４地域、

北部内陸に
２地域があり
ます。

建物の断熱性能の基準



ガラスの断熱性能

ガラスの種類による
断熱性能の比較グラ
フ

省エネ地域区分別

Ｈ２８基準の代表
的な仕様における
外壁・屋根（天井）、
開口部の熱貫流
値



冷気の侵入対策
・冷暖房設備だけでなく省エネルギーには冷気の侵入対策も重要！

↓
高気密と計画換気がキーワード

冷気の侵入対策（扉編）

・開口部面積の縮小

（出入り口扉の数量を減ら
す、天井からの垂れ幕や
カーテンの設置）
・風除室の設置や扉二重化

・気密性の高い建具への更
新

・季節風の強い場所では特
に重要

・冷気侵入箇所では暖房機
器への配慮も必要

出典：ナブコシステム社ＨＰ 資料より



・設備更新（エアコンの冷媒など）

・古いエアコン設備にはＲ２２冷媒が多く使われています。故障してガスの補
充が必要になると修理できなくなります。計画的な設備更新をお薦めします。

最新型機種は、省エネ性能に優れ加えて寒冷地での暖房性能に特化したも
のも多くあります。



事例３．動力設備

（１）給湯ポンプ電動機のインバータ化

（２）浄化槽ブロワ電動機のインバータ化



事例３．動力設備 ： （１）給湯ポンプ電動機のインバータ化

一般的な給湯設備

給湯ポンプの運転 → １次ポンプ・２次ポンプ共に２４時間運転

給湯２次ポンプにインバータ設置して
夜間運転時の流量を調整（減少させる）
効果：①消費電力量の削減

②配管の摩耗･腐食リスクの低減
③給湯ポンプの延命化（機械的消耗度低減）



効果試算

（計算条件）

①給湯ポンプモータ容量（P) ： ０．４ kW

②流量調整夜間送水量比（ｒ） ： 4０ ％

③流量調整運転時間（ｔ） ： １２ ｈ/日

④インバータ効率（η） ： ９５％

⑤電気料金単価（ye） ： ２５ 円/kWh

（効果試算）

項 目 記号 計 算 式 数値 単位

電力使用量（現状） E1 P×24h/日×365日 3,504 kWh/年

電力使用量（改善） E2 ((P×12h/日)+(P×r3×12h/
日))÷η×365日

1,962 kWh/年

電力削減量 ⊿E E1 - E2 1,542 kWh/年

削減金額 ⊿Y ⊿E×ye 39 千円/年

投資金額 I 25千円/kw×P＋70千円 80 千円

回収年数 R I÷⊿Y 2.1 年



事例３．動力設備 ： （２）浄化槽ブロワ電動機のインバータ化

浄化槽ブロワの運転 → ２４時間定格（１００％）運転
水質データの確認（ＤＯ値が高すぎる場合が多い）

浄化槽ブロワ電動機にインバータ設置して
送風量を調整（減少させる）

効果：
①消費電力量の削減

②過曝気による汚水処理へ
の悪影響低減

③吸い込みフィルターや散
気管の延命化（ホコリによる
詰まりの低減）



効果試算

（計算条件）

①浄化槽ブロワモータ容量（P) ： １．５ kW

②流量調整夜間・休日送風量比（ｒ） ： ６０ ％

③流量調整運転時間（ｔ） ：夜間１２ ｈ/日＋休日２４ｈ/日（１００日/年）

④インバータ効率（η） ： ９５％

⑤電気料金単価（ye） ： ２５ 円/kWh

（効果試算）

項 目 記号 計 算 式 数値 単位

電力使用量（現状） E1 P×24h/日×365日 13,140 kWh/年

電力使用量（改善） E2 ((１+ｒ)×P×12h/日)×2５５日
+(P×r×２４h/日)×１００日)÷η

10,004 kWh/年

電力削減量 ⊿E E1 - E2 3,136 kWh/年

削減金額 ⊿Y ⊿E×ye 78 千円/年

投資金額 I 25千円/kw×P＋70千円 108 千円

回収年数 R I÷⊿Y 1.4 年



事例４．ヒータ設備

（１）水道・排水路凍結防止用ヒータ

（２）トイレ室用ヒータ

（３）電気温水器

（４）温水洗浄便座



（１）水道・排水路凍結防止用ヒータ

外部水道配管や雨水排水管
廻りには、凍結防止ヒータが
多く設置されています。

そのほとんどがサーモスタット
ON・OFF方式のため外気温が

高くなってもヒータが働いたま
まになっています（約１０℃以
上にならないと停止しない） 。

気温約３℃前後でON・OFF制

御する電子制御方式の節電
器を設置すると大幅に電力使
用量を削減できる。



（２）トイレ室用ヒータ

トイレ室内の水廻り設備の、凍
結防止ヒータが本来の目的で
すが、設定温度が高く設定さ
れて使われていることが多く
あります。

休日・夜間は設定温度を下げ
るとか終日凍結防止目的温度
約５℃にすると大幅に電力使
用量を削減できる。

設定温度２０℃以上の
「高」設定



湯沸かし室に設置されている
ことが多い電気温水器。

設定温度が高く設定されて使
用されていると放熱で利用さ
れないエネルギーが多くなっ
てしまいます。

休日・夜間はタイマー機能を
利用して停止させることで大
幅に電力使用量を削減できま
す。

手洗器に付属している温水器
などは、温水を必要としない夏
期は停止させることで節電で
きます。

電気ポットも使い方の工夫や
省エネ機種などの取組が必要
です。

（３）電気温水器



（４）温水洗浄便座

温水洗浄便座には、終日電源
入りのままになっていますが、夜
間の待機電力を抑える節電機
能が大部分の機種にあります。
夜間の利用があまり考えられな
いようなところでは、節電設定す
ることで電力使用量を削減でき
ます。

さらに無人になる休日などには、
停止させたり、使用する時間帯
でも温水や便座の設定温度を
必要以上に高く設定しないこと
で大幅に電力使用量を削減で
きます。

節電機能表示ランプ



事例５．その他設備

（１）高圧受電設備

（２）デマンド監視装置

（３）家庭用電気製品

（４）自動販売機



（１）高圧受電設備
・変圧器の高効率化
・設備の更新による負荷容量の変更

（２）デマンド監視装置
・デマンド監視機器の高機能化と低廉化

（３）家庭用電気製品
・古い家電製品（特に冷蔵庫）は要注意。
電気ポット→電気ケトル



（４）自動販売機



出典：日本自動販売システム機械工業会ＨＰ 資料より



・省エネ型の導入

・休日・夜間の電源遮断

・設置台数の削減

年間消費電力量の表示



太陽光発電設備の導入（自家消費）

出典：京セラＨＰ 資料より



全国日射量マップ（一部抜粋）

出典： NEDO(新エネルギー・産業技術総合開発機構） 資料より



出典：資源エネルギー庁ＨＰ 資料より



ご静聴ありがとうございました

省エネの取組を進めるには
・現状把握（使用量の集計、計測）
・各種データのグラフ化や数値化
・職場内での情報共有
・管理標準の作成
・担当者選任や組織化
・省エネ対策の検討と実施
・ＰＤＣＡサイクルを廻す

終わりに


